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アンケート調査（１回目）の結果について

晩秋の候、保護者の皆様方におかれましては益々御健勝のこととお喜び申し上げます。

日頃から本校教育に御理解と御協力をいただき心から感謝いたします。

さて、本校教育の取組についての保護者対象アンケート調査（本年度１回目）への御協力、

ありがとうございました。集計結果がまとまりましたので、保護者の皆様にお知らせします。

下記に、【全校の結果】を「だいたいそう思う」と「そう思う」の合計％により表とグラフで

表し、裏面には、アンケート結果からわかる課題等を示しました。

今回のアンケート結果・御意見等につきましては、職員全員で共有し、今後の改善に役立て

ていきたいと思います。次回調査（１月下旬～２月上旬実施予定）の際も、御協力の程よろし

くお願い申し上げます。



＜「第１回 授業や生活に関するアンケート（保護者用）」から分かること＞

【良好】 全体平均 （１年 → ２年 → ３年）

◎自転車や徒歩で安全に登校している・・・ ９５．５％（94.2%→ 100%→ 92.3%）

◎熱心に部活動に参加している・・・ ９３．７％（88.4%→ 97.1%→ 95.7%）

◎毎日朝食を食べる・・・ ９３．３％（92.3%→ 95.2%→ 92.3%）

◎新しいクラスになってからいじめられていない・・・９１．２％（84.6%→ 92.7%→ 96.2%）

◯クラスみんなで何かをするのは楽しい・・・ ８８．６％（88.5%→ 92.7%→ 84.6%）

◯先生は、生活の規律、命の大切さ、いじめの ８５．１％（92.2%→ 88.1%→ 75.0%）

早期発見や適切な対応等きちんと指導している。

◯学校は楽しいと感じている・・・ ８４．３％（86.5%→ 85.7%→ 80.8%）

◯先生は悩みや相談にのってくれる・・・ ８２．７％（86.3%→ 87.8%→ 73.1%）

【課題】 全体平均 （１年 → ２年 → ３年）

▲家の手伝いを一生懸命によくする ３６．０％（36.5%→ 31.0%→ 40.4%）

▲ゲームやＬＩＮＥ・メールなど、スマホ等で ３９．６％（42.9%→ 47.5%→ 28.6%）

時間や約束を守って使っている。

△授業の内容がわかっている。・・・ ４９．４％（59.6%→ 46.3%→ 42.3%）

△三点固定運動（決めた時刻に寝る、起きる、 ５３．７％（55.8%→ 47.6%→ 57.7%）

勉強を始める）を実践している。

△宿題や予習・復習等の家庭学習をする・・・ ５５．０％（57.7%→ 47.6%→ 59.6%）

【考察】

▲約６割以上の生徒がスマホ等を長時間利用していたり、約束ごとを守れていない実態がある。

特に３年生は４人中３人が「約束を守っていない」という高い割合を示し、憂慮する現状がある。

それに関連して、次の２点が考えられる。

①特にライン(LINE)やツイッター(Twitter)等のＳＮＳ上での生徒間トラブル等が学校生活外で起

こっているため、教師がいじめや悩み等に気づきにくくなっている現状がある。

②スマホ等の利用時間が長くなったことから、三点固定運動（決めた時刻に寝る、起きる、勉強を

始める）が実践できず、不規則な生活習慣になっている。そのため、宿題や予習復習等の家庭学

習にあてる時間が削られ、授業の内容が定着しにくい状況が生まれ、授業内容がわからないこと

につながっている。スマホ等の使用については、保護者管理のもと、使用ルール（生徒会作成、

ＰＴＡ連絡協議会作成）を守って使うことを徹底し、友人間のトラブル、事件等に発展しないよ

うにすることが大切である。また、学力・体力向上のためには基本的生活習慣を定着し、規則正

しい生活リズムを身に付ける必要がある。

▲「家の手伝いを一生懸命頑張っている」「大きな声で挨拶をしている」については、将来社会人とな

った時に、基本的に身に付けておくべきことだと考える。しかし、「家の手伝い」36.0%､ ｢挨拶」

66.3%と低い数値となっている。この２項目については、家庭での習慣が基本となるので、「家の

手伝い」については決まった仕事を継続してさせること、「挨拶」については、できていない時は

保護者から必ず話をすることで習慣化を図ることが大切である。


